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令和 8 年度平群町介護保険運営協議会・地域包括支援センター運営協議会（第１回） 

■日時   令和 8 年７月２9 日（水曜日） 午前 11 時～午後 0 時 10分 

■場所   平群町商工会館 2 階 大研修室 

■出席者 松田会長、王子副会長、富永委員、岩﨑委員、植田委員、赤松委員、森委員、東山委員、 

中田委員（9 名） 

■欠席者 嶋田委員 

■次第   1. 開会 

      2. 挨拶（会長） 

      3. 議事 

【介護保険運営協議会】 

① 平群町介護保険事業等の状況について【資料 1】 

② 平群町地域支援事業について【資料 2】 

③ 平群町デマンド型乗合タクシー利用状況について【資料 3】 

【地域包括支援センター運営協議会】 

①平群町地域包括支援センター運営状況について【資料 4】 

４. その他 

５. 閉会 

議事 ①平群町介護保険事業等の状況について 

会長 ① 「平群町介護保険事業等の状況について」、事務局より説明をお願いします。 

事務局 【資料 1】「平群町介護保険運営協議会等の概要」に沿って説明。 

会長 ありがとうございました。只今、事務局より説明がありましたが、何かご質問やご意見

等はございませんか。 

委員 ①P14～P16・18・19で、各サービスの内訳と現状評価の記載がある。この「現状

評価」の実績比の記載について、件数・金額どちらについても前年比がわかるような表

記にしてほしい。件数は増えているが、1 件当たりの金額は減っている等が明確になる。 

理由は、国の介護報酬等改定が生じた場合の影響がどう反映しているかがわかりやすい

ため。一目でわかるように、（前年比△10件、▼5,000 円）のような表記にするのは

どうか。 

 

②P7～8・33の決算表等は、数字が細かくて見えにくいため、Ａ3 サイズに拡大して

次回から添付を。 

委員 Ｐ32「負担割合証の交付人数」について増加している。町として、今後の見込みはど

のように捉えているか？  

事務局 町としても、高齢化率や 75 歳以上の後期高齢者の割合が増えることが予想されてお

り、今後も増加傾向がしばらく続くと予想している。       （※一部追記） 

委員 負担割合が、2～3割負担の利用者が増えて、介護保険制度自体も見直される時期がく

るのかなと思うが、それにより、（自己負担が増えて）利用したくてもできないとか、

利用控えも出てくると思われる。そういった実情も行政の方でも把握してもらえるよう

にお願いします。 

議事 ➁平群町地域支援事業について 
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会長 ② 平群町地域支援事業について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 【資料 2】「平群町地域支援事業について」に沿って説明。 

会長 ありがとうございました。只今、事務局より説明がありましたが、何かご質問やご意見

等はございませんか。 

委員 P4「家族介護用品支給事業（紙おむつ支給事業）」について、おむつカバーというのは

布おむつのカバーか紙おむつのカバーなのか？ 

例えば、要介護 1 の認知症の方でおむつ利用のパターンとして、自分で動けるが排泄

管理が困難な場合、コストパフォーマンス的にもリハビリパンツで尿取りパットの交換

が効率的。リハビリパンツという項目があってもいいのでは？  

事務局 ・おむつカバーとは、フラットタイプの紙おむつの上に着けて、紙おむつを固定し、尿

や便の漏れを防ぐ布カバーを指す。 

・おむつ類（R7 実績：31,440 枚）に、フラットタイプ・パンツタイプ・リハビリパ

ンツ・尿取りパットを合わせて記載している。          （※一部追記） 

委員 ①おむつ類の枚数は、減っている（R6：32,430 枚→R7：31,440 枚▼990 枚）。

人数は増えているが、なぜ？ 

 

②各サービスの対象条件は？ 

事務局 ① 

・紙おむつの種類によって、1か月の配布枚数が異なる。（パンツタイプ：60 枚/月・

リハビリタイプ：30枚/月・尿取りパット：240枚/月・尿取りパット（ワイド）：120

枚/月）                             （※一部追記） 

・年度途中の利用停止になっている方もいる。（理由：死亡・入院入所・非課税から課

税世帯になり対象外になった等） 

 

②各サービスの対象欄に記載している。 

委員 ①P4「高齢者等会食サービス事業」について、有益だと思う。ただ参加延人数が 60

人というのは少ないなと思った。 

 

②対象者（65 歳以上の独居高齢者）のうち、どのくらい利用しているのか？ 

事務局 ①対象は、一人暮らしの高齢者の方を対象にしている。会食会場の収容規模の関係上、

先着 40人で参加人数の上限を設定している。 

 

②独居高齢者数が、1263 世帯（R8.4.1現在）。延人数換算であるが、5％未満である。 

（※一部追記） 

委員 まだ定員には達していないということですね。 

介護保険の地域支援事業として実施しているので、65 歳以上の高齢者が対象となって

いる。提案として、第 10 期介護保険事業の基本指針にもあったように、地域共生社会

の深化を目的とするのであれば、あまり高齢者の枠にとらわれず、全世代を対象に取り

組んで、若い人たちをどう引き込んでいくのかという視点も必要だと思う。例えば子育

て中の人や若者の単身者とか。その方が盤石な基盤整備にも繋がると思う。 
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議事 ③保健福祉事業 平群町デマンド型乗合タクシー利用状況について 

会長 ③保健福祉事業 平群町デマンド型乗合タクシー利用状況について、事務局より説明を

お願いします。 

事務局 【資料 3】「デマンド型乗合タクシー事業費の推移」「平群町デマンド型乗合タクシー利

用状況」に沿って説明。 

会長 ありがとうございました。只今、事務局より説明がありましたが、何かご質問やご意見

等はございませんか。 

委員 長寿会の理事会でデマンド乗合タクシーに関する意見で、相当数あったのが、①近畿大

学奈良病院からの復路を運行してほしい、という意見だった。 

同じく②近大病院への往路について予約が取りにくいことから、解消方法として、定時

便を運行してはどうか（9 時～13時まで 6便案等）、という意見もあった。 

委員 復路は、町外なので、別の法律の問題も絡むと思われる。 

事務局 主管課（総務防災課）ではないので、コメントという形で発言する。 

①近畿大学奈良病院（生駒市）への乗り入れについては、区域外であることから、他地

域の公共交通への影響が出てくる。生駒市、生駒市にあるタクシー、他の公共交通機関

の了解をもらわないと、車を走らせることを許可してもらえない。担当課が何とか頑張

ってくれて、往路だけ了承を得られた。復路となると、もう一段ハードルが上がって運

行許可の手続きも異なる。住民の方の要望にできるだけ応えたい気持ちはあるが、なか

なか難しいという現状である。 

②時間を決めて近畿大学奈良病院へ行く運行方式は、定時定路線（決まった時間決まっ

た場所に行く）。現在、平群町のデマンドは自由路線（自分の行きたい時に行きたい場

所に行く）を採用している。ただ検討の余地はあると考えるため、公共交通の担当課へ

情報共有する。 

議事 ①平群町地域包括支援センターの運営状況について 

会長 ①平群町地域包括支援センターの運営状況について、事務局より説明をお願いしま 

す。 

事務局 【資料４】「平群町地域包括支援センターの運営状況について」に沿って説明。 

会長 ありがとうございました。只今、事務局より説明がありましたが、何かご質問やご意見

等はございませんか。→なし 

４．その他 

会長 ➁その他提案・質問等、何かありますか。 

なし 

5．閉会 

会長 本日の議事はこれにて終了いたします。事務局に進行をお返しします。 

事務局 松田会長、議事進行ありがとうございました。 

委員の皆様、長時間にわたり、慎重にご審議頂き有難うございました。 

本日いただきました貴重なご意見等につきましては、今後の取組の参考にさせて頂きた

いと思います。 

 

次回の計画策定の会議は、今年 10 月頃、本協議会は、来年 2 月頃を予定。 
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日が近づきましたら、事務局より開催案内をお送りいたしますので、よろしくお願いし

ます。 

 

それでは、以上をもちまして、令和 8 年度第 1 回平群町介護保険運営協議会並びに地

域包括支援センター運営協議会を終了させて頂きます。本日は、長時間どうも有難うご

ざいました。 

午後 0時 10分終了 


